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　アーツカウンシルしずおかは、 社会の様々な分野において創造的な取組が展開される未来を見据え、 アートの関与

を推進していますが、 各分野にはすでに現場ならではの状況把握を元にした魅力的な取組が存在します。 そして、 それ

らの背景には、一歩踏み込まないと見えない分野ごとの課題や視点や知見の集積があります。 そうした集積に触れ、アー

トとの接点を探るために、 多分野の事柄をテーマとしたセミナーシリーズ 「創造トークス」 を開催しました。

　セミナーでは、 テーマに関わる分野の専門家から現状や背景などをお聞きすると共に、 アートの観点も持ちながら

取組を実践しているゲストが登壇し、 視点を変えることよって新たなアプローチを見出している事例の紹介もしていた

だいています。

　「創造トークス」 は、 各分野で活躍される方々の創造性がより活性化され、 新たな発想がひらかれるきっかけとな

ることを狙いとしていますが、 同時に、 その分野に普段関わっていない方々にとっても、 社会の動向について新たな知

見を得る学びの機会となれば幸いです。

4～20ページセミナー 21～24 ページパネルトーク



コミュニティを考えた

　社会でのアートを活用した取組の促進につなげるため、アーツカウン

シルしずおかは社会の様々な要素とアートの関係を探るトークシリーズ

を実施しています。第 2 回は、地域コミュニティをテーマとして開催し

ました。

　核家族化、働き方の変化、生活様式の多様化、人口減少と少子高齢

化、職住分離などが要因とされ、コミュニティの希薄化が社会的に課

題視されるようになって随分と経ちます。その間には、東日本大震災や

新型コロナウイルスをはじめ、各地で大きな災害が起こり、コミュニティ

への関心はさらに高まりました。また、社会変化の影響が大きく、日常

生活の中でそれまで機能していた仕組みが変化を余儀なくされるなど、

単純に“昔はよかった”と言っているだけではどうにもならない状況に

なってきています。そんな中、まちづくりはもちろん、学校教育、生涯

学習、医療・福祉、スポーツ・文化と様々な文脈の中で、工夫を凝らし

た地域や暮らしを守る取組が実践されています。この回では、更に進

んだ生活様式や社会の変化も踏まえ、これからのコミュニティを考える

上でのポイントについて、各地、各分野の実践例を交えてゲストのみな

さんからお聞きし、コミュニティ政策の現在地を探りました。
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❸ 地域の創造拠点として 〜コミュニティをひらく・つなげる〜
宮城 潤／那覇市若狭公民館 館長

❶ 私設私営の公民館、「ちまた公民館」から考えるコミュニティとまちづくり
久保田 瑛／ NPO 法人クリエイティブサポートレッツ職員

［ 日 時 ］ 

［ 会 場 ］ 
［ 入 場 料 ］
［来場者数］
［ 主 催 ］
［ 後 援 ］

2023 年 11 月 7 日（火）
18:00 〜 20:00
妙祥寺（富士市中央町 1-9-58）
無料
68 名
アーツカウンシルしずおか
富士市、富士商工会議所、
静岡新聞社・静岡放送

登壇者

基調講演

事例紹介

進　行

「ちいさなしあわせを重ね合うふるさと」をつくる：誰もが当事者となるまちづくり
牧野 篤／東京大学大学院教育学研究科教授

❷ 実践から学ぶ！みんな笑顔のまちづくり
野嶋 京登／冨塚協働センター職員

愛知県出身。名古屋大学大学院修了。博士
（教育学）。専門はもともと中国近代教育思想、
今はそれに加えて社会教育 ･ 生涯学習を担
当。日本のまちづくりや高齢化と過疎化問題、
中国 ･ 台湾のコミュニティ教育 ･ 少子高齢化
問題などに関心がある。最近では、自治体
と一緒になって公民館や生涯学習の共同調
査を行ったり、多世代交流型コミュニティの
構築を進めたり、さらには企業と一緒に「も
のづくりの社会化」プログラムなどを運営し
ている。ざわざわとした雑踏のような研究室
で、学生・院生ともども、がやがやと調査に
出かけています。

牧野 篤  
Makino Atsushi
東京大学大学院
教育学研究科教授

北本麻理 Kitamoto Mari 
アーツカウンシルしずおかプログラム・ディレクター

1972 年 沖 縄 生まれ（ 復 帰 っ 子）。2001 年
NPO 法人前島アートセンター設立に参画、初
代理事長。まちの中のアート展『wanakio』な
どを企画運営。2006 年からは那覇市若狭公
民館勤務。運営体制移行により四度の職名変
更を経て現在は指定管理者として館長を務め
る。文部科学省「第 70 回優良公民館表彰」
で最優秀館に選ばれたほか、全国公民館連合
会が主催する各コンクールにおいて、最高賞 7
回を含む 12 回の上位入賞を果たす。2022 年
度「国際交流基金地球市民賞」を受賞。第
10・11 期文科省中央教育審議会生涯学習分
科会臨時委員を務めた。

地域住民とともに浜松版パーラー公民館「あ
おぞら協働センター」を開催し、幅広い世代
間交流の提供や顔の見える関係づくりの一翼
を担っている。ごみ拾いボランティアの活動
に感銘し、ごみ・環境・SDGs を考える「ご
みゼロフェスタ」を初めて開催した。若者の
地域づくりへの参画は、地域活性化のため
重要と考え、若者ボランティア「コミュニティ・
アシスタント」制度を確立し、イベントの協
力や「アオハル音楽祭」などを行った。浜松
ケーブルテレビに多数出演し、全国の公民館
職員等の推薦をもとに「地方公務員アワード
2023」を受賞した。

事業担当者として、2020 年から福祉とまちづ
くりの担い手、約 30 団体が連携し対話を重ね
る「浜松ちまた会議」を立ち上げ、生活や暮ら
しに根ざした浜松中心部のまちづくりを目指し活
動中。「浜松ちまた会議」事業は経済誌『Fobes 
Japan』にも地方の新しい動きとして掲載される。 
2022 年には浜松中心市街地に私設私営の公民
館「ちまた公民館」を開所し、障害の有無や年
齢に関わらず誰もが利用できる拠点を運営。さ
らに 2023 年度は「ちまた公民館」を拡張する「出
張ちまた公民館 in 協働センター」や「出張ちまた
公民館 in 渋谷ヒカリエ」などを実施。新しいコミュ
ニティやまちづくりのあり方を模索している。

野嶋 京登
Nojima Kyoto
冨塚協働センター
職員

久保田 瑛
Kubota Aki
NPO 法人クリエイティブ
サポートレッツ職員

宮城 潤 
Miyagi Jun
那覇市若狭公民館
館長

セミナー コミュニティを創造する ～どうする？どうなる？コミュニティのニュースタイル～
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　みなさん、こんばんは。まちづくり、公民館、それからアートを重ねて最初の基調講

演ということで、「ちいさなしあわせを重ね合うふるさとをつくる」というタイトルにさせ

ていただきました。誰でもが主役になれる、当事者になってまちをつくっていこうという

話ができればと思っています。大きな方向性としては、働き方や生活そのものにも影響

するような、人と人との関わりをつくるまちづくりは、行政が主導するまちづくりや、大

量生産、大量消費を基本にする工業社会のまちづくりとは違ったまちの在り方をつくる

のではないか、ということです。

　「ウェルビーイング」という言葉がいろいろな場面に出てくるようになり、最近では経

済系の文書の中にも出てきますが、これをどう訳すかという問題があります。一般的に

は＜幸せを感じるような状態である＞、＜幸せでいられるような状態になる＞と言われ

ますが、＜より良く生きる＞とも訳されます。しかし、そこには＜より良く生きられる私

でいなければいけないのか＞、＜強い私でいなくてはいけないのか＞といった抵抗感も

生まれます。では、「ビーイング」は＜いる＞ということなので、＜そこにいる＞だけで

はいけないのかと考えると、今度は「ウェル」が気になって、結局＜より良くいられる

私をつくる＞という先程の議論に戻ってしまいます。

　このことを考える時には、＜私＞が自分一人の力だけでそこにいると思ってしまうこと

を改めて問う必要があります。一見すると自分の力でそこにいるように見えても、周りの

支えあってこそということもよくあります。それも含めて、ウェルビーイングとは何なのか

と突き詰めていくと、＜自分の幸せを感じられるような環境があり、そして、他の人の幸

せを感じられるような状態がある＞という考えに至ります。ちょっと難しい言い方になり

ますが、強い個人がそこにいると捉えるよりは、お互いの関係の中で、そこに自分がい

てもいいと思え、そして幸せだと思えるような環境が大事ではないかということなのです。

白黒はっきりわけないで我慢できる力
：ネガティブケイパビリティ

　そこで関係してくるのが、「ネガティブケイパビリティ」です。これは、少しぐずぐず

していられる能力や、宙ぶらりんに耐えられる力と言われますが、白黒はっきり分けな

いでしばらく我慢できる力です。あっちかもしれない、こっちかもしれないとしている

うちに、いろいろな解決策が見えたり、おのずと道が見えてきたりする、という意味

合いで、経済界で使われ出している言葉です。

　買い物難民に関するある会議にいい例があります。高齢化と人口減少が進む中で買

い物難民がたくさんいる。デジタルを使ってこの課題を解決しなさいというお題が出

ると、80 歳以上でスマホを持っている方は 2 割しかいないにもかかわらず、スマホ用

基調講演

牧 野  篤 | 東 京 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科 教 授

基調講演

「 ち い さ な し あ わ せ を 重 ね 合 う ふ る さ と」 をつくる
： 誰 も が 当 事 者 と な る ま ち づ く り
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の買い物アプリを開発するというアイデアが多く出てきます。しかし、問題はそこには

ないのです。皆さんは、買い物難民で餓死をされた方の報道を耳にされたことありま

すでしょうか。私は知らないです。孤立死、孤独死はありますが、買い物難民で死ん

だ方を私は知りません。

　買い物難民は買い物ができない人だと言われますが、買い物に行きにくくなってし

まったり、家から出るのがおっくうな人もいたりします。そういう人たちは、自分の子ど

もや友達に頼んで買ってきてもらっていたりするわけです。そういう人たちがスマホから

アプリで頼めるようになったら何が起こるか。もう明らかですよね。買い物に全く行か

なくなります。家から出なくなってしまうので、人間関係がどんどん希薄になり、家の

中に引きこもった状態になってしまいます。そうすると体が弱っていき、転倒しやすくなっ

たり、認知症が進んだりします。税金の負担を減らすために議論をしているのに、早く

から介護や医療が必要になり、逆にお金がかかるようになってしまうわけです。

　直球で、“買い物できない？じゃあ、買えるようにすればいいだろう”とやると、実

は社会が壊れていってしまう。従来の私たちが考えるような論理の合理性と、日常生

活の合理性は違うんですね。だから、うまく両者をすり合わせてやらないと社会は変

わっていきません。そういうことが今求められているのだと思います。

再現性を求める工業社会的な合理性からの変化

　私たちは再現性を基本に社会をつくってきました。誰がやっても同じように作れる、

同じ製品が何万個も何十万個もできる、ということから社会の豊かさをつくってきたわ

けです。同じ順序をたどれば誰もが同じ結果になるという工業社会の合理性です。し

かし、1 回きりのことが続いて起こるということがあります。ちょっとおもしろそうでやっ

てみたら、思いもよらないことが起こって、ころころ転がって、いろいろなつながりが

できあがっていくということ。例えば＜一緒に買い物に行く＞という関係をつくって、買

い物を楽しめるような状態が生まれることによって、その方々の生活満足度も、健康

度も上がっていく。そうなれば、当然お金がかからなくなり、社会にとってもいいこと

だというようなことがどんどん連鎖していく。そうしたことが今求められてきています。

　そこでは、友達と仲良く買い物に行きたいとか、誰か誘ってくれないかと思ってい

るといった個人の感情も含め、いろいろなものが渦巻いた状態なので、今までは排除

されていた雑談みたいなことが大事になってきます。

　これまでの再現性によってつくられる合理性に対して、一回性がうまく転がって、み

んながつながったり、社会が動いていったりするという時代に入ってきたと言えます。

それは言い方を変えれば、誰も否定せず受け止め、試行錯誤を繰り返すようなあり方

で、それを楽しめる社会になることが求められているのだと思います。

一回性が転がる合理性と、互いに支え合う社会

　私たちが岐阜県でやっていた学校と地域の関係づくりの中で、さきほどの話に関わ

ることがありました。コロナ初期のマスクが足りなかった時、地域に住む高齢の方々
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と関係ができていた子どもたちが布マスクを縫って届けたのです。受け取った方々は

感激して、地域の仲間に声掛けをして、自分たちも布マスクを縫って、生徒 1 人につ

き 3 枚のマスクを学校に送ってくれました。

　“なんでこういうこと思い付いたの？”と子どもたちに聞いたら、“良くしてくれたおじ

いちゃん、おばあちゃんがひとり暮らしで、今は孤立して困っているんじゃないかと思っ

た”と言うのです。テレビで布マスクの作り方をやっていて、お母さんに相談したら“ミ

シンの使い方教えてあげるから縫ってみたら”と言われ、練習したということです。そ

れで、友達にも声をかけて一緒に作った。作っている時は、受け取ってくれて喜んでく

れるおじいちゃんおばあちゃんの顔が浮かんできてうれしかったし、渡した時も喜んで

くれてうれしかった、と言っていました。

　さらに、受け取った高齢の方々も同じようなことを言っています。“どうでしたか”と

聞いたら、“作っている最中にあの子の顔が浮かんできてうれしかった。渡したら喜んで

もらえた。しかも、それができる自分がいることがまたうれしかった”とおっしゃるのです。

それは、相手の身になって考えることができ、人にとっていいことをとっさに思い付け

て、やってあげられる。そうすることで、みんなよい関係になっていけるし、自分もう

れしいということなんですね。これを日本語で「恩送り」と言ったりします。相手にとっ

て良いことをやろうとする力は誰でも持っているのだということも、このコロナ禍で見

えたのではないかと思います。

仲のいい友達との食事習慣は、死亡リスク軽減につながる

　また、私たちは日常生活の足元をちゃんと見ておかなければいけない時代に入ったと

言えます。これまで、社会の変革は一生に 1 回あるかないかぐらいのものでした。しか

し、これから人工知能が普及していくと 10 年に 1 回社会構造が変化し、例えば、失

業が何度も繰り返されるかもしれないと言われ始めています。そんな中で、人間は孤立

して生きることはできないという見解が多く示されており、それは、お互いに助け合い、

支え合って生きていくことを考えなければいけない社会になったと言えます。

　関わりが大事な社会になってきたということですが、人にとって関係が大事だと言っ

ている調査があるのでご紹介します。ご飯の食べ方と死亡リスクの関係を調べたもの

で、家族と同居して一緒にご飯を食べている方の死亡リスクを 1として、状況に応じた

変化をみるという研究です。

　ひとり暮らしで、ひとりでご飯食べているとリスクが高まるということで、男女とも

に高くなっていますが、特に男性だけのリスクが高くなっているところがあります。そ

れは、家族と一緒に生活をしているのに、ひとりでご飯を食べている方です。その方

の死亡リスクは、ほぼ 1.5 倍になります。これに対して、仲のいい友達とご飯食べて

いる方は、ひとり暮らしでも男女ともに死亡リスクが下がっています。ご飯の食べ方と

いうのは、家庭内の問題である一方で、社会的な人間関係のつくり方の問題でもある

ことが分かってきており、ひとりでご飯を寂しく食べず、友達と仲良く食べたほうが長

生きになりますという結果なんですね。

　さらに、ボランティア活動をするとメンタルヘルスにとてもいいことがわかってきて

います。誰かのために一生懸命になると、自分の健康度も上がるということです。また、

子どもたちは大人と一緒になっていろいろな活動をすると、自分が所属をしている集

団に対して愛着を持つようになり、さらに地域社会や国に誇りを持つようになるという

ことも、いろいろな研究からわかってきています。

幸福感を決める要素の変化

　社会が変わってきている中で、国の機関が幸福感を決めているものについて研究し

ています。それによると、ひとつはいい健康状態であることが幸せにつながるとされ

ています。もうひとつは良い人間関係があることです。そして、3 つ目が変わってきて

います。これまでは、年収や学歴が高いことでした。例えば、私がいる大学なんかに

入ることが人生の目的だったようなことがあるわけです。しかし、今では学歴は幸福
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感とほとんど関係ないことがわかってきており、年収も関係がなくなりつつあるとも言

われています。

　では何が大事かというと、自分で自分のことが決められたり、自分の価値を尊重

してくれる関係を持ったりすることだと言うのです。みんなが同じように同じ物を持

つことではなく、それぞれ違っているということを受け止め合って、一緒に生きよう

という関係をつくれることが幸せにつながる、と。そのくらい関わりが大事になって

きています。

大人との 1 対 1 の語り合い通じて子どもを育む自治体

　島根県の益田市では、子どもを育てることに一生懸命になることでまち全体を活性

化させています。大人と中高生、中高生と小学生が 1対 1で語り合う会を行っています。

8 年ほど前に始まって、人口 44,000 人に対して、すでに 8,000 人以上の人が語り合っ

た経験を持っています。この取組を通じて、子どもたちは地元の大人の魅力を発見し

＜自分たちのふるさとはここだ＞と言い始めます。市内に大学がないので、高校卒業

で 9 割が出ていき、今までは帰ってこなかったのですが、今は 7 割の子が“帰りたい”

と考えるようになり、実際に帰ってきた子たちもいます。

　こうして「ふるさと」ができあがっていくのですが、その時に、私たちは「ふるさと」っ

て一体何なのかに気を付けなければいけません。私たちは、「ふるさと」とは、歴史

や文化や風景などと言いますが、それだけを子どもたちに教えても、彼らは「自分に

は関係ない」と言います。けれども、大人といい関係があったり、友達といい関係が

あったりすると、その関係の中に風景や歴史や文化が入ってくるようになるので、自分

事になるんですね。それがないまま教え込んでも他人事なのです。そこを、私たちは

見落としてきたのだろうと思います。

　また、益田市では、子どもたちが地域活動チームを作って提案をし、それを大人

が受け止めて、“あの人ならこういうことできるよ”と紹介をしたりしながら、みんな

で一緒になってまちをつくっていくという動きが出始めています。大人から認められな

がら自分たちで新しいものをつくるという子どもたちの活動ですが、そこからとても自

己肯定感が高く、しっかりと意見を言う子どもたちが生まれてきています。相手の幸

せを感じながら、自分も幸せになり、いいことをやっていこうという流れがあり、そう

したことが起こり続けるまちができていっているのだろうと思います。

いい関係の中で思わぬ自分が育ってくる

　私たちは、これを「AAR の代謝」と言っています。OECD が言い始めた「AAR 循環」

を元に、組み替えて使っています。

　はじめの「A」は、予期するという意味の Anticipation の頭文字で、いいことが起

こりそうだなと思ってわくわくしちゃう感じを伴います。そうすると、もう体が動いちゃっ

て、例えばマスクを一緒に作る動きになる（Action）。そして、これで良かったかなとか、

ちょっと改良しようかなとふりかえる（Reflection）。うまくいったり、喜んでもらえた
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りしたら、「今度はこれやろう、あれやろう」と頭が働いて、どんどん新しいことが起

こるようになっていきますね。

　その例として、横浜市の町内会に参加した子どもたちの例があります。中学生の女

の子が町内会の役員をやっているのです。2 年前に立候補して、今は会長をしている

ということですが、それによって友達も立候補し始めて、この町内会では役員のうち

4 人を中高生が務めているということです。そういうことができる社会になってきたの

です。子どもたちは、“大人が楽しそうだからやってみたかった”って言うのです。

　今までは、幸せって何かっていうと、物が豊かになることだ、教育が高まることだ、

そして精神的に高まっていって、最後は自己実現ができることだと個人をベースにして

言われてきました。それは周りにいい環境をつくってもらえたからできたという面もあ

ります。そう考えると、子どもたちだって大人たちがちゃんと支えてくれれば力を発揮

できると言えるわけです。自分が発達すると思っているけれど、本当はいい関係の中

にうまくはめられると、周りによって自分の力が引き出されて、思わぬ自分ができあがっ

てくる。それがまたおもしろくなって、もっとやってみたくなる。そういう代謝が起こ

るのではないか、ということなんですね。

　それは、もしかしたら、皆さんが日常生活ですでにやってらっしゃることかもしれない。

例えば、世間話が終わらなくなってしまうのは、みんながあれこれ言ってくれることで、

いろいろなことを思い付いて、おもしろくなるからですね。それを、私たちは「はまる」

と言っていますが、ジグソーパズルみたいにはまって、互いに力を引き出し合っているよ

うな状態です。そうやって巻き込まれていくので、みんながお互いに巻き込み合い、能

力を引き出し合いながら、新しいまちをつくることにつながるのではないか。誰もが当

事者になっていくし、恩送りを続けていくことにつながるのだろう、ということなのです。

　そんなことが、実はアートともつながってくるのではないかと思います。特に、現代

アートは、人の思い込みを壊すことから始まって、新しいものを生み出すことにつな

がっていく、とてもダイナミックなものなのです。それと、私たちが言っていることは

実は重なっているのではないかと思います。今までのしがらみの中で生きていくのか、

お祭りを残していこうとするためには、実はその中身を変えてかなきゃいけないのかも

しれない。そこにはダイナミックに変わっていくっていう面白さがあるのではないかと

思います。伝統というのは、実は新しい伝統に変わっていく、そんなことがあるんじゃ

ないかと思います。
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　みなさん、こんばんは。今日は、すごい熱意を持ってお見えになられた方、それから、

ちょっとどんな話があるのかな、聞いてみたいなと思ってお越しいただいた方、さま

ざまいらっしゃると思います。まちづくりに対して、いろいろな思いや考えの方がいらっ

しゃる中で、みなさんの考えがいろいろあって一緒になってやっていくということが、

まずニュースタイルとして重要なんじゃないかと思っています。＜ついてこいよ！＞とい

うスタイルではなくて、多種多様な方が集まって、全体として底上げみたいな形でまち

づくりを進めていけたらと思っています。特に、最近は共生社会と言われますし、子

どもから高齢者、あるいは障害者、外国籍の方、LGBT の方、そういう方々のいろい

ろな意見を吸い上げて新しいコミュニティをつくっていくのが重要じゃないかなと思っ

ています。

　また、昔はご近所の顔が分かっていて、しょうゆやみそを借り合えた時代ですが、

今では＜あれ？＞って思う方も多いかもしれませんよね。やっぱり現代的なお付き合

いというものが必要かなと思っています。程よい距離感で、お互いに何か困ったこと

があれば助け合えるという関係づくりが求められる時代に入っていくのかなと思ってい

ます。

地域づくりの４ステップ

　今日は、「実践から学ぶ！みんな笑顔のまちづくり」というタイトルでお話させてい

ただきます。公民館の職員の役割は何だとよく聞かれます。昔から公民館の機能は、“つ

どう・まなぶ・むすぶ”とよく言われますが、もうちょっと具体的に言うと、地域課題

の解決や、魅力の発信と言われます。私は、みんな笑顔のまちづくりができるように、

野 嶋  京 登  |  富 塚 協 働 セ ン タ ー 主 任

「 実 践 か ら 学 ぶ ！ み ん な 笑 顔 の ま ち づ く り 」

事例紹介❶
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そのためにも多くの住民の方と対話をして、信頼関係をつくり、そこから拾っていくこ

とを大切にしています。

　私は、楽しい時間をみなさんと共有することを大切にしています。その上で地域づ

くりをステップ 1 から 4 に分けて、こんなふうに考えています。ステップ 1としては、

何事も最初が肝心で、エリア特性を知っていく。特に、人ですね。人を知ってください。

顔の見える関係づくりをしていくことで、徐々に地道に信頼関係ができてきます。

　ステップ 2 は、声や要望や提案を受けて、どういう課題がこの地域にあって、どう

いう解決方法があるのかを分析します。ステップ 3 では、それらを形にして実現する

ということになりますが、地域の住民の方も忙しい方が多く、伴走型の支援をしながら、

地域の課題を自分ごととして捉えていただく点を大切にしています。

　そして、ステップ 4 として、相互交流を通してみんなのためにやっていこうという地

域の気運を高めることがすごい重要だと思っています。市全体としても底上げができ

ますが、商店街とか、自治会とか、小さな所での活動が大きなつながりになっていく

のかなと私は思っています。そして、それは人のつながりも同じで、個別の活動が、

あの人だったら何か知っている、あの人だったらこういうことをやってくれるというよう

に線でつながっていって、最後は面でつながっていくような、そんな人間関係づくり

が重要だと思っています。

浜松版パーラー公民館

　この地域づくりに関するプロセスを踏みながら私がやった実践事例として、浜松版

パーラー公民館の「あおぞら協働センター」というものがあります。沖縄で実施され

ているパーラー公民館という、公園でパラソルを立てるという取組を 4 年前に研修で

伺って、浜松でそれを実践した形です。白いパラソルを立てていると、何やってるん

だろうって思うきっかけになると思うんです。その場で知り合った方ともコミュニケー

ションを取りながら会話していくとおもしろいことが起きる。人が集まると何かが起き

るっていうのを大切にしています。

　そこではクリエイティブなワー

クショップをやっています。公民

館でやっている講座は、結論が

決まっているんですよね。例え

ば、紙飛行機作り教室だと、み

んな同じプロセスで飛行機を作り

ます。しかし、この「あおぞら協

働センター」でのワークショップ

では、いろいろな素材を集めて、

それを材料に、それぞれがつくり

ます。クマっぽいものを作る子も

いれば、ウサギを作る子もいれ

ば、ネコっぽい作品を作る子もい

る。結論がないんですね。だから、

それぞれの良さを認め合うという

発想が生まれる。そういうような

ものをまちづくりにまた生かして

くれたらと思っています。顔の見える関係をつくるために、6 月から12 月のほぼ毎週

土曜日に開催して、毎回 50 人ぐらいが来ています。そこからのつながりで、アーティ

スト団体ができ、体育館でのアートイベントを開催したこともあります。

　次に、ご紹介するのは佐鳴湖です。私の勤務する富塚町という地域内にある湖で、

かつては日本で一番水質が汚い湖だったのですが、今では改善されてきています。し

かしゴミ拾いボランティアの方が教えてくれて、見に行くと、湖面がゴミだらけになっ

ていたのです。この方が協働センターに来館して、浜松市も知らなかったことを教え

てくれ、ごみ対策に乗り出すようになりました。私自身も周辺の協働センターに呼び

「
実
践
か
ら
学
ぶ
！
み
ん
な
笑
顔
の
ま
ち
づ
く
り
」

［
事
例
紹
介
❶
］
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掛けて館内掲示をしたり、ごみゼロフェスタというイベントを開いて、トークセッショ

ンや、走りながらゴミを拾うプロギング等を実施したりしました。

　それから、「拾ったゴミを洗って作品にできませんか」とアーティストにお願いして、

不思議の国のアリスの世界を表現したものを作ってもらいました。2 回目になると、

若者のボランティアが来てくれたり、アート活動をする中から“車に落書きしていいよ”っ

て言う人まで現れたりしました。今日いらっしゃる方はどちらかというとまちづくりに

関心が高い方が多いと思いますが、まちづくりに関心が低い人を巻き込むのがポイン

トです。車を提供してくれた方のような人材と出会えたのも、その例です。

ワクワク、ドキドキと、人のつながり

　公民館だとアウトプットとして、講座の参加者数が指標としてよく求められますが、何

を学んだか、どう感じたかという行動変容につながることを大事にしています。

若者が公民館に来ないということが言われますが、それに対する新しい制度を作ったり

します。最初はボランティアだった若者たちに対して、彼らの自己実現をしたいという声

を受け、音楽祭やハロウィンのイベントをやったりするようになりました。そこで、彼ら

にモンスターやロゴを作ってもらったりします。彼らにやってもらうことで変化が生まれ

ています。先日開催した会では、地域も協力してきたり、勉強会のコーナーを作ったり、

敬老会で渡すクッキーを高校生が小学生に教える講座がはじまったりしていました。

　その他にも地域に素晴らしい団体がいたら、それを推薦して表彰してもらったり、

公園の利活用に関する思いを叶える場をつくったり、合宿をやったり、古民家と公民

館をかけあわせたものをやったり、農業経験の少ない住民と農家が組んで耕作放棄

地の対策をしたりと様々な活動があります。

　まちづくりするに当たって、ワクワク感やドキドキ感を大切にしてほしいなと思って

います。それはイベントでもそうですし、お祭り事でも同じです。そして、何より人と

のつながりが重要です。＜あの方だったら何かしてくれるだろう＞という、いろいろな

つながりをつくっていくことが求められているだろうと思います。

　今日はいい研修だったと感じられたとして、その後に実際行動に移す方は、実は少

ないんですね。まずは思いを一緒にできる方、仲間を見つけて、何か 1 つ小さなこと

から行動してみましょう。それが、いずれ生活や地域や社会課題解決の糸口になって

いきます。ありがとうございました。

「
実
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　浜松市にある、認定 NPO 法人クリエイティブサポートレッツの久保田瑛 ( あき ) と

申します。私たちが民間活動として、なぜまちづくりや公民館運営をやっているのかと

いう話から入っていければと思います。

　NPO 法人クリエイティブサポートレッツは、重度の知的障害がある私の弟の誕生が

きっかけで 2000 年に誕生しました。主には、文化事業と福祉事業の 2 つを軸に活

動しています。拠点は 3 つあり、そのうち、たけし文化センター連尺町とちまた公民

館は、浜松の中心市街地にあります。

問題行動を文化創造の軸から捉え直す

　そして、文化事業を代表するのが 2016 年から行っている「表現未満、プロジェクト」

というものです。「表現未満、」とは、誰もが持っている自分を表す方法や、本人が大

切にしていることを、“取るに足りない”、“どうでもいい”、“これは問題行動だ”と切

り捨てないで、その行為こそが文化創造の軸であると考える考え方です。

　私の弟の久保田壮 ( たけし ) さんは、タッパーに物を入れてたたき続けるといった行

為を、3 歳から寝てる以外はずっとやっています。この行為は、社会的には問題行動

や迷惑行為といってタッパーを取り上げられてしまうことが多いです。でも、レッツで

は、それが文化創造の軸であるという視点を持って、彼のやりたいことを尊重して一

緒に楽しんでアート活動を行っていこうと考えています。

緊急事態宣言下に始まったまちとの関わり

　2018 年に日本財団さんの助成を得て、たけし文化センター連尺町という拠点をつ

くりました。ここは、重度の知的障害がある人が通う福祉サービス事業所でありなが

ら、文化センター、音楽スタジオ、シェアハウス、一般の方も使えるゲストハウスといっ

た機能が混在している場所です。クラブイベントをやったり、観光ツアーなども開催し

ているため、年間約 1 万人以上がこの場所を行き交います。

　そして、2019 年から壮さんもヘルパーを使った自立生活を始め、3 階のシェアハウ

スに住み始めています。彼は浜松のまちの住人になりました。そして、私たちスタッ

フもこのまちを毎日利用しています。そんな私たちが、本格的にまちに関わり始めた

のがコロナ禍です。緊急事態宣言下も施設は運営をしなくてはいけないので、毎日ま

ちにいたのですが、衰退していくまちを目の当たりにしました。そして、それは今も完

全には回復していません。

　そこで私たちは、商業だけではない、生活や暮らしを軸とした新しいまちの在り方

久 保 田  瑛
あ き

 |  NPO 法人クリエイティブサポートレッツ職員

私 設 私 営 の 公 民 館 、 「 ち ま た 公 民 館 」 か ら 考 え る
コ ミ ュ ニ テ ィ と ま ち づ く り

事例紹介❷

私
設
私
営
の
公
民
館
、「
ち
ま
た
公
民
館
」
か
ら
考
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ま
ち
づ
く
り

［
事
例
紹
介
❷
］



14

創
造
ト
ー
ク
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
す
る 

セ
ミ
ナ
ー

を模索するために、まちで活動する金融、不動産、NPO、医療といった、業種が異

なる約 40 の団体、個人の皆さんと共に「浜松ちまた会議」というプラットフォームを

立ち上げ、アートプロジェクトを通じてまちの新しい可能性を提案してきました。例え

ば、2021 年、2022 年は、浜松中心市街地に 20 年間手付かずで空き地となってい

る1,400 坪の松菱百貨店跡地を開放し、障害のあるメンバーを通じて新しいまちの

遊び方や居方を見せるということを行い、市民の方からの反響も大きくありました。

　さらに今年の 9 月には、地域の人と楽しい経験を通じてつながるということをテー

マにお祭りを開催しました。メインになったのは、巨大な張り子をみんなで作るとい

うことで、半年前からいろんな地域の方とつながって準備を進め、お祭り当日に DJ

盆踊りやスケートボードパークと共にお披露目しました。来年はもっとおっきいの作る

ぞと盛り上がっています。

出会い直し、関係性をつなぎ直す

　そんな中、2022 年 10 月に「ちまた公民館」という事業を立ち上げました。異な

る属性の人たちが出会い、物を買ったり、お金を消費したりするだけじゃない場、い

ていい場所をつくりました。ちまたとは、人が交差する場所という意味です。

　10 坪しかない建物ですが、銅版画やラジコン、小学生の持ち込み講座など、いろ

んな講座が行われています。また、もめ事や悩み事相談なども起こりますが、起きた

ことは全て自治で解決しています。最近は常連メンバーが店番をするといった動きが

出ていて、月 1 回開催する縁日もその常連メンバーたちが企画して、9 月に「9 月の本

性を突き止めろの会」と称して、小学生がギャル部をやったり、ラジコン部をやったり、

謎の会が開催され広がりが見えています。

　また、この場所は人が交差する場所であると同時に、人が出会い直す場でもある

と感じています。例えば、たっちゃんという愛称の 50 代の男性は、知的障害と身体

障害があります。私たちの福祉サービスの利用者ではありませんが、彼は 2 時間近く

かけてバスでちまた公民館にやってきます。初めのうちは店番を支援員だと思い、店

番にだけ食事介助などの頼み事をしていました。しかし、ちまた公民館は自治、みん

なでつくる場です。彼と対話を何度も重ねました。そうしているうちに、彼はだんだ

んと店番ではなく、周りの人に頼むようになってきて、今は常連のメンバーが彼の食

事介助をしてくれるようになり、彼自身もみんながちぎりやすいようにサンドイッチを

持ってくるようになるといった変化が起きています。また、ちまた公民館で開催されて

いる大学のゼミに彼が入ることを先生が OK してくださり、大学生と一緒に哲学書を

読んだりして一緒の時間を共有するみたいなことが生まれています。これは支援員と

支援される者っていう関係だと絶対できない関係だと思います。このような出会い直

しができることがおもしろいなと思っています。

安心できる近場の人間関係が支える「ネイバーフッドシティ」

　ちまた公民館は、特定の建物に縛られている事業ではなくて、いていい場所をいろ

んな所につくるということをミッションに掲げているので、「出張ちまた公民館」とい
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う新しい事業を始めています。

　例えば、先ほどお話ししたお祭り「凸凹まつり」の会場にちまた公民館ブースを作っ

て、常連のメンバーがラジコンを持ち込んだり、ロボを作ってきたり、綿菓子を売った

りしていました。最近は、クリエート浜松という浜松の街中にある複合施設 1 階のふ

れあい広場を週一で借りています。ここにうちの知的障害があるメンバーにも遊びに

来てもらいながら過ごすという実験事業をしています。重度の知的障害があるメンバー

は場所の使い方がすごい上手で、みんなできゃーって言いながら走り転げたりとか、

台車を使って遊び始めたりします。自習している学生もここにはたくさんいるんですが、

その人たちに“なんでここにいるの？”、“何しにここに来てるの？”みたいなことを平

気で聞き回ったりするんですね。彼らが、うちの利用者のメンバーやちまた公民館メ

ンバーと出会うことで、なにか違う関係性が生まれているなと思っていますし、ここ

で出会った人がちまた公民館に訪れてくれるということもだんだん増えてきました。ま

た、クリエート浜松に入る浜松国際交流協会（HICE）さんとのコラボ事業も話が進み、

国籍関係なく混ざる場が生まれそうです。

　最後に、なぜ私たちの法人はまちと関わるのか、ちまた公民館をつくっているのかとい

うことをお話します。浜松ちまた会議では、「福祉を軸にしたネイバーフッドシティ」とい

う提案をしています。簡単に言うと、自分の生きてる徒歩圏内に安心できる人間関係があっ

て、安心できる生活やインフラが整っているっていう状態をつくろうということです。

　自分たちの暮らしや生活を豊かにするのはお金ではないと、コロナ禍や今の危機

の時代で十分わかっていると思います。その中で、コミュニティまでもいかなくとも、

スタディストの岸野雄一さんの言葉をお借りすると、“連絡網みたいな関係性”が自分

の地域や身の回りにあり、困った時に相談したり、ちょっとご飯を食べに行ったりでき

る、そういう人間関係がまちづくりに必要ではないかと考えています。

　その考えを元にしたものがネイバーフットシティというコンセプトです。そもそも公

民館は、そういうところから生まれたアソシエーションというか、自助の仕組みではな

いかと思いますし、そういう切実なところからできた仕組みなんじゃないかなと思いま

す。そういう中で、公民館という制度は、アートや福祉と連携すればもっとおもしろく

なるのではないかと思っています。私自身も自分の生存戦略のためにやっていると思っ

ているのですけど、福祉やアートの概念をまちが取り入れて、ちょっとした小さなこと

から始めて柔らかくしていったら、これからの自分たちが生きやすい、自分が生き延び

るためのまちがつくっていけるのではないかと思っています。ありがとうございました。

私
設
私
営
の
公
民
館
、「
ち
ま
た
公
民
館
」
か
ら
考
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ま
ち
づ
く
り

［
事
例
紹
介
❷
］



16

創
造
ト
ー
ク
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
造
す
る 

セ
ミ
ナ
ー

　はいさい。こんばんは。沖縄県那覇市からやってまいりました、那覇市若狭公民館

の館長をやっています宮城といいます。お三方がお話したことと重なる部分も多いか

と思いますが、那覇市の若狭公民館で取り組んでいる事例を共有できたらと思います。

　なぜ「コミュニティを創造する」というテーマでトークが繰り広げられているのかと

いうと、地域課題が複雑化、深刻化している状況の中で、これまでのコミュニティと

は違った新たなつながりや関係性を模索する必要があるということだろうと理解して

おります。ほんとにいろんな課題が地域の中にありますが、私は課題解決に特効薬は

ないと思っています。地域住民自身が主体的、継続的に取り組む必要があり、そのた

めに一人一人のやりたいという思いに寄り添って、後押しすることが大事かなというこ

とです。

　日々の暮らしがある中で、課題にずっと向き合い続けることは大変です。課題に向

けた良い取組が生まれてきたけれど、2 年、3 年、5 年と経つ間に活動が縮小して、

いつの間にかなくなっていたということ、皆さんも経験あると思います。課題はすぐに

は解決しないので、地道に継続して取り組む必要がありますが、地道に継続的に取り

組むのは難しいわけです。だから、活動そのものを魅力的にし、楽しくする。そうし

た活動じゃないと、なかなか課題って解決しないかなと思います。一方で、楽しいだ

けだと、活動を消費して終わってしまうので、この両方を見据えて取り組むのが大事

だろうと思っています。

　また、課題解決は、ちょっと視点を変えると、価値創造にもつながります。なかな

か解決しない課題の解決に向かう時には、何かしら新しい価値を生み出していて、逆

に言うと、新しい価値を生み出すことが課題の解決に近づくことではないかというこ

とです。

　そうした中で取り組んでいる事業をご紹介します。

　先ほど野嶋さんの方から出た「パーラー公民館」という取組があります。若狭公民

館のエリア内に、自治会加入率が非常に低く、高齢者率が高く、生活困窮家庭が多

い曙地区という所があります。その地域から公民館が欲しいという声が出てきて始まっ

たのが、公園にパラソルと黒板テーブルを置いて、公民館だと言い張る「パーラー公

民館」です。これは、集う、学ぶ、結ぶという公民館の役割を発揮することで、建物

がなくても公民館と言えるのではないかという試みでもあったわけですが、月に 1 回ぐ

らい、アーティストやアート系 NPO が開発したワークショップを実施する以外は、公

園にパラソルを立て、おしゃべりに来た人たちの話を聞いていました。そのうち、お

もしろがっていろんな人が寄って来るようになり、地域の人たちや様々な機関が協力

し、連携が生まれてきました。

　他には、外国ルーツの方 と々のいろいろ交流事業も行っています。那覇市は、全国

宮 城  潤  |  那 覇 市 若 狭 公 民 館 館 長
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的にも外国人増加率が非常に高い自治体です。その中で一番多いのがネパール人の

留学生ですが、6、7 年前に急激に増えた時期がありました。その時に地域内に根拠

のない不審感みたいなものがあったことから、お互いが顔を知り、理解できるように

と「ネパールニューイヤーパーティー」を始めました。ビクラム暦の正月、ネパールの

正月は 4 月にあります。ちなみにビクラム暦では、今は 2080 年です。知っていた方

いますか。知らないですよね。でも知らないけれど、知ると興味、関心が湧いてきま

すよね。それを入口にして、ネパールの方々が大事にしているお祭りを地域の方が一

緒になって運営しています。そうしている中で、地域の祭りにネパールの方々が出店

や演舞で参加する等、いろいろな活動が派生しています。

こうありたいという姿から逆算し、プロセスをイメージする

　私たちが事業を行う時に意識しているのは、講座やイベントは果たしてゴールかと

いう点です。地域づくり、まちづくりをする時、その先のありたい姿を意識しているは

ずです。若狭公民館では、誰一人取り残さない地域社会の実現ということをテーマに

しています。イベントなどをゴールにしないことによって、その後に起こることをどう

想定し、何を期待するかということを考えます。こうありたいと考えた姿から逆算して、

誰に関わっていただくか、どういう関わりを生んでいくかということをイメージするの

で、プロセスが非常に重要になってきます。

評価の定まっていない新しい活動の最初のフォロワーになる

　同時に、関わる人たちの「やりたい」とか「なんとかしたい」という思いを大事に

したいと意識しています。それに関連したおもしろい動画があるのでご紹介します。

『TED』で紹介されたムーブメント、社会運動の起こり方についての講演です。

　音楽フェスの観客の様子が映っています。1 人の男が裸で踊り始めましたが、怪し

い変な人がいるなと、みんな遠巻きに見ていますね。そこに1人のフォロワーが現れて、

一緒になって踊り始めます。踊りながら“みんな一緒に踊ろうよ”と手招きをしています。

新しい動きは、誰もそれがいいことなのか、どうなのかがわからない。評価が定まっ

ていない状態です。だから、みんなきょとんと見ているだけなんですね。でも、そこ

に 1 人の男が、おもしろいと価値付けをして、手招きで“これおもしろいよ”と示す。

それによって次のフォロワーが現れます。3 名は、人の集まりとしては集団となるので、

そこからは加速度的に人が関わっていくという様子が見られる動画です。

　1 人の裸踊りに加わるのはちょっとリスク高いですよね。変な人だと思われるかもし

れない。でも、ある程度の集団になってくると、新しい動きを起こしているおもしろい

集団となり、みんな関わり始めるんですね。そして臨界点に達すると、わーっと広がっ

ていきます。ムーブメントはこうして起こっていくという話です。プレゼンターは、ムー

ブメントが起こった時には、最初に踊り始めた人がフィーチャーされて「すごい」と言

われるが、実はこの 2 人目、最初のフォロワーが非常に重要であるという話をしてい

ます。私たちの公民館もこういうことを意識しています。

　そして、おそらく、アーツカウンシルという機能もこういうものだと思うのです。アー
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ティストや、まだ評価が定まってないアート表現などに対して、＜これはおもしろい＞、

＜社会的に意義がある＞、＜価値のあるものだ＞ということを示して、理解ができる

ような形にして、みなさんに広める。そういったことからいろいろな新しい動きが起こっ

てくるのだと思います。

　何かに気付いて新しいことを起こす人の活動は、それを誰も見たことがないので評

価ができません。価値が定まってない中で、誰かが＜いいよ＞と示すことによって、

活動が勝手に広がっていくきっかけをつくることができます。

信頼関係を築くための「広報」と、
活動を派生させるための「傾聴」

　勝手に広がりが生まれることを見据え、広報にも力を入れています。広報は英語で

パブリックリレーションズと言いますが、パブリックは「公衆」、リレーションは「関係

性」を意味し、信頼関係を築くことだと思っています。地域活動していて反対される

ことの大半は、“聞いてなかった”、“俺は知らない”みたいなことだったりするので、ちゃ

んと周知していくことは非常に重要だと捉えています。また、情報発信をすることと併

せて、反応として聞こえてくる声にしっかりと耳を傾ける、「傾聴」も大切だと考えてい

ます。情報発信をして活動内容が知れ渡ると、“そんなことやってるんだったら、私も

こんなことをしたい”、“こんなことできるんだけど、協力して”という人が現れてきます。

そうした＜やりたい＞という思いも一緒に受けていくことで、協働した人たちがいろん

な活動を起こすようになります。

＜派生した活動例＞

―若狭公民館のエリア内に飲み屋街があり、近隣の小、中学校で過半数がひとり親

世帯だったり、那覇市内の夜間保育園のほとんどがこのエリア内にあるという状

況の中で、当事者団体と連携してシングルマザー向けの講座を実施している。

―それを知った方から相談が持ち込まれ、無料英会話教室を一緒に立ち上げ、9 年

くらい活動している。きっかけがあれば学ぶ意欲は持てるという自分の経験と、定

時制で掛け持ちアルバイトをしている同級生や、学び直しで来ている自分の親と近

い世代の同級生の困窮した状況を知った中で、自分のスキルを活かして子どもたち

にアプローチしたいという思いが始まり。

―学生時代にショートムービーフェスティバルに関わったことで視野や関係性が広

がったという体験がある若い女性の映画監督から、子どもが審査員をするような

子ども映画祭をつくりたいが、独身で子どもと接した経験がないという相談を受け、

一緒に子ども国際映画祭を立ち上げた。

―学習支援を通じ自分たちの学びにもなるようなインターンシッププログラムを開発

したいという教員志望の大学生からの提案を受けプログラムを作って一緒に取り

組んだ。

―音楽団体から学費不要の音楽を通じた子どもの居場所づくりをしたいという相談

を受け、ジュニアジャズオーケストラを始めた。

―子どもの頃体験した野外上映会を今の子どもたちに体験させたいという地域出

身の若者と野外上映会の実行委員会を立上げ、みんなで手作りの上映会を開

催した。

―南極と中継できるという南極観測隊 OB の方からの提案を受け、一緒になって昭

和基地と中継する南極教室を始めた。
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―浅草のサンバカーニバルに行ってるミュージシャンのボランティアが、そこで知り

合ったブラジルのサンバチームを誘ったら本当に沖縄に来ることになったので、近

くの学校でのサンバ体験教室や、公民館での市民講座を企画した。

―本国でたびたび献血をしていたというネパールの留学生が、沖縄に来て初めての

誕生日に記念で献血に行き、問診票が日本語で苦労したが、担当者が丁寧に接し

てくれたおかげで献血することができた。うれしかったので SNS に上げたところ、

「私も献血したい」という人たちがどんどん現れ、毎月仲間を募って献血に行くよ

うになり、ネパール献血者協会を立ち上げた。その周年イベントについて相談を

受け、問診票の問題に取り組んだりする等、次につなげていこうとしている。

小さなコミュニティと、緩やかなつながり

　コロナ禍には、パーラー公民館は地域の方々に完全に運営移行して屋外で集える場

をつくり、シングルマザーの人たちは非正規雇用のシングルマザーの支援を行い、防

災キャンプをやっている方々は継続して防災活動を行えるようにと一般社団法人を立

ち上げました。学校やお店が休みになる状況の中で、学生団体、キャリア教育コーディ

ネーターの人たちは、GIGA スクール構想の前でしたが、オンラインでの学習支援に

取組、観光業や飲食業でバイトしている留学生のためにネパール人の当事者団体は食

料支援を始めました。そこからいろいろな課題が出てきたので、県のコロナ対策本部

につなげ、外国人に対するオンラインコロナセミナーも始めました。

　一方で、コロナ禍で課題を抱えたシングルマザーや在住外国人の状況を、従来型の

支援コミュニティも自治会も民生委員の方々も把握していませんでした。つながりがな

いから、気付きづらいのですね。コミュニティは利害を共にする共同体なので、価値

観の近似性が高く、安心できる居場所です。その反面、一元的で排他的なアイデンティ

ティになりがちです。つながりが重要だと言うけれど、それがしがらみにもなりやすく、

そこに入りたくないという人たちも多いのだろうと思います。そうすると、このしがら

みの部分をどう薄くしていくかが重要な気がしています。

　那覇市の場合、自治会加入率が 15％を切っています。地縁コミュニティに入ってい

ない 85％の人たちにどうアプローチし、つながりは保ちながらも、いかにしがらみを

薄くするかと考える中で、小さいコミュニティを地域の中にたくさんつくり、それらが

緩やかにつながっていくということがいいのではと思っています。

　思いを持っている人たちを主体としながら、私たちはいろいろな事業を支援してき

ました。ここで気付いたのは、思いや特性を生かした協働事業で成果を上げることが

できた人は、エンパワーメントされてもっとやりたい気持ちになり、危機的な状況に

おいても自分たちで活動を起こしていました。これが自治を育むことにつながっている

のだろうと思っています。

「アートな部活動」

　コミュニティは内向きで、排他的になりがちです。それに対して、外に視点を向け
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たコミュニティの在り方を模索しようという取組として、＜アートな部活動＞がありま

す。

　アーティストに関わってもらったダンボール部では、段ボールを水に浸して 3 枚の

紙に分け、その紙でレターセットやノートを作るワークショップをしました。地域の商

店から段ボールを集めて商品開発をし、それを地域のイベントなどで売る。その売上

を海岸清掃活動などの団体の活動資金にすることを期待したものでした。

　また、コロナ禍でコミュニケーションが取りづらい中、オンラインが苦手な人が対

面にならなくてもできるコミュニケーションの方法として考えたのが、ポストポスト部

です。公民館に設置された P ちゃんというポストに投函された手紙や絵などに対して、

部員がおもしろい返答を考えるという活動をしています。例えば、投函された 100 年

前ぐらいのポストカードに対して、実際にその場に行って写真を撮ったり、描きかけの

絵の続きを描いて、それらを掲示板に掲示したりします。

　他にも、アーティストの藤井光さんに協力してもらい、文化背景の異なる外国籍の

方 と々交流しながら YouTube に出す映像作品を作るということもしました。視点が変

わるので見え方も違い、共に制作したり、完成した作品を鑑賞し合ったりすることで

お互いの理解を深めていく様子が見られました。

抜け落ちを想像し、環境をつくる

　多様な小さなコミュニティを生むようにしていますが、同時にコミュニティ間の緩や

かなつながりも大事にしています。多文化共生の活動をしている NPO と、小中学生を

対象とした居場所づくりをしている高校生のグループや、海外から来ているけれどコ

ミュニティがない人たちと三味線サークル、留学を考えている高校生同士であったり

様々です。

　コミュニティやつながりと言った時に、そこに誰がいて、誰がいないか、無意識的

に抜け落としている人がいないかということを、想像力を持って意識し、その上で、そ

こにいる人たちが自分たちでいろいろなことを起こして動いていくような仕組みを作っ

ていきます。私たちはプログラムを提供するのではなく、環境をつくっていくことを心

掛けています。ありがとうございました。
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 北本   皆さま、ありがとうございました。これからパネ

ルトークに移ります。まず、宮城さんに、コミュニティ

の創造にとって、アートの視点や手法を用いることがど

う作用しているか。人のことに焦点を当てたお話をもう

少しお伺いできますでしょうか。

 宮城   コミュニティは、特定の人たちのグループで形成

され、そこには共通の価値認識があって、共有する体験

があったりしますが、その「なんとなくそうだよね」って

いう共通の価値観が、実は「そうでなければならない」

という縛る作用もあったりするなと思うんですね。

　でも、そもそも一人一人は違うわけです。その一人一

人が違うということに立ち返らせてくれるものがアート

だと思っています。あの人はめちゃめちゃこの作品いいっ

て言ってるけど、私は全然意味が分かんない、というこ

とあるじゃないですか。それは、それぞれの感覚なん

ですね。感性によって違う。それぞれが別個の存在で

あるということを、感性の違いによって改めて確認させ

てもらう。

　だから、コミュニティの共通の価値があるような認識

を持っていたとしても、やっぱり一人一人でいるというこ

とに立ち戻してくれ、それが揺さぶられ、楽しいとか、

感動する体験をすることが重要。それぞれがそれぞれ

でいい。その上で、それぞれの価値観とか存在を認め

合えるとなっていく、そういうところで、アートの意義

はすごく大きいなと思っています。

 北本   ありがとうございます。レッツの久保田さんも

「人って一人一人違う」とおっしゃっていましたが、宮城さ

んから久保田さんに聞いてみたいことなどありますか。

 宮城   私たちの当たり前を揺さぶってくれて、すごくお

もしろいですね。重度の障害を持っている人たちが、

街中のパブリックスペースでいろんな活動してるって、

すごくおもしろいし、わくわくしますが、同時に、ネガティ

ブな反応もあるんだろうなと思います。それをどう乗り

越えたり、ひっくり返したりしてきているのでしょうか。

  久保田  ちまた公民館にはうちの福祉施設利用者さん

以外でも、発達障害がある方や、ちょっとうつで休職し

パネルトーク

“ ニ ュースタイル の コ ミ ュ ニティ” の 実 現 に 向 け て
登壇者 | 牧野 篤 、 野嶋 京登、 久保田 瑛、 宮城 潤
聞 き手  |  北 本  麻 理 / アーツカウンシルしずおか プ ログラム ・ ディレクター
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ている方等、居場所がない方も多く来ます。ここでは、

そういう方々が出会い直して、新しいつながりをつくっ

ていく所でもあると、ご近所さんに回覧板やあいさつ等

で伝えているので、基本的にネガティブなことを言われ

たことはないんです。

　おもしろいのが、私たちの運営する 3 つの拠点の内

のひとつで、中心部から 20 分ぐらい車で行った郊外に

ある福祉施設のほうが苦情などすごく言われます。元々

街は多様な人が集まる場所だから、みんなほっといてく

れるというのが、2018 年に街中に来てすごく良かった

ことです。そのあたりで、街のポテンシャルを感じてい

ます。

 宮城  多様な人に出会っていると、受け入れる態勢がど

んどんできてくると思うんですね。アートがあるといい

なと思っているのは、そういう感覚をどんどん広げてく

れる気がするからです。社会を寛容にさせてくれるとい

う期待はあります。

 北本   ありがとうございます。ここで、ご来場の皆さま

にマイクを回してみようと思います。

     A  地域のまちづくり協議会の会長をやってます。牧野

先生から益田市の語り場のお話がありましたが、始め

にテーマなど投げ掛けているのですか。

 牧野  基本は、大人が自分の人生をしゃべることから始

めます。「俺はこんなに成功したんだ」と偉そうにでは

なく、いかに失敗し続けたかってことを語る。そうする

と、子どもは、ちゃんと自分のことを受け止めて、あえ

て恥ずかしい面を見せてくれたと感じたり、失敗を逆に

魅力的だと思ったりして、相互に認め、尊重しあう関係

に入っていくんですね。そうすると、子どもは自分のこと、

悩みを言い始める。初対面だから言いやすいってことっ

てありますよね。そのやりとりができる関係に入れるよ

うに配慮をしますし、実は、やる側が事前に少し研修

を受けたりしています。

     A  ありがとうございます。私も失敗談は豊富にあります

んで（笑）

 北本   ありがとうございます。他に、いらっしゃいますか。

     B  ありがとうございました。しがらみを小さくしていくい

い方法あれば、教えてくれませんか。

 北本   いい方法聞きたいですよね。お願いします。

 宮城   私は、“頑張らない”っていうことを結構言って

います。実際は頑張っているんですけど、頑張らないを

テーマにいろいろやっています。というのは、地域を良

くしたいって思うと皆さん頑張るじゃないですか。ただ、

頑張っていると、人にも頑張りを求めてしまったり、見

返りを求めたくなったり、同じような頑張りを強要した

りとかしちゃうことがあるんですね。自分が頑張ってるっ

て思えば思うほど、言葉で言ってなくても、そういうオー

ラが出てしまうんです。そうすると、そこに関わるとや

らなければならないという思いになってしまって、そこ

がしがらみになってくると思うので、できない人がいても

“しょうがないね”とどれだけ受け入れられるかなんで

す。その状況をつくっていくことが、しがらみを薄くして

いくことかなと思っています。

　そうすると、強いつながりができないんじゃないかっ

て思われるかもしれないですけど、強くなくていいんで

す。強いつながりがあって、そこでちょっとへまをしたら、

そのコミュニティにいづらい気持ちになってしまう。そ

うすると孤立しちゃうんです。小さい、薄い、緩いつな
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がりが多層にあったら、ここが駄目だったらあっちに行

けばいいというように行き来できる、1 人の人がいろい

ろなコミュニティに属しているという状態がいいかなと

思ってます。頑張り過ぎると折れちゃうので、自分のた

めにも頑張らないほうがいいと思ってます。だから、今

やるべきことではなくて、その先にあるもの、目指して

いるもの、素晴らしい楽しい世界のために、頑張らな

いけど諦めないということを意識するといいかなと思っ

ています。

 北本   ありがとうございます。今度は、私から牧野先生

に質問させてください。人と人が出会ってコミュニティ

がつくられる中で、誰かに出会うというのは、自分が知

らなかったことに気付くということではないかなと、お

話を聞いて改めて思いました。でも、それと同時に、

知らなかったことや違いに気付いた瞬間に、バツの悪

さを感じたりするとも思います。そのあたりについても

う少し教えていただけますでしょうか。

 牧野  そういうことありますね。例えば、これだけ個性

が大事だと言われているのに、個性を出さないほうが

いいと思ってしまう。もうちょっと言うと、これだけ違

いを認めなさいと言っているのに、違ってると言った途

端に、上下の関係にしてしまうようなところがあるんじゃ

ないかと思います。これは、学校教育のシステムがそう

なっていることに関係していると言われるのですが、も

うちょっと違うだろうと思うんですね。例えば、小さい

子どもたちが知らないことに出会った時に、特に好奇心

だらけの子たちは、これやってみたい、手を出してみた

いと思って、どんどん行くわけですよね。知的障害を持っ

てる方々もそういうところが多かったりもします。そうい

う反応は、ある意味では、この社会から見ると異質な

のです。この社会は、みんなが本来持っているものを、

社会化という名前で均質化して、秩序化するように働く

という面があります。しかし、今それがうまく機能しな

くなっているので行き詰まっているところがある。そう

であれば、おもしろいと思ったら、「いいよ」って言って

くれるような環境を意識してつくることも必要ではない

かと思います。

　海洋生物学者のレイチェル・カーソンが、DDT とい

う農薬の恐ろしさを書いた『沈黙の春』という著書の

中で、「センス・オブ・ワンダー」という言葉を使ってい

ます。直訳すれば、「驚く感覚（感性）」ですが、子ど

もたちはみんなセンス・オブ・ワンダーを持っているけ

ど、大人がそれを押しつぶしてしまって、お金もうけす

ることがいいことなんだとか、1 つの価値観で生きるこ

とがいいことなんだとしてきた結果、我々は自然を破壊

し、人間だけが生き残ると思っていたら、実は人間もも

う駄目になってきてるんじゃないかということを言ってい

ます。彼女は、「センス・オブ・ワンダー」はほうってお

いたら駄目なのだと言うのです。子どもたちが“これお

もしろい”とか“びっくりしてもっとやりたい”と思ったら、

“私が支えてあげてるからね”という大人の関係が必要

なのだと言っています。ちゃんと認めていくことが大事

なんだということです。

　それは今、私たちが求められていることでもあって、

評価する前に、ちゃんと受け止めて“認めてるよ”、“ど

んな子だって、私たちは離さないよ”と言ってくれるよ

うな関係があることが大事ではないかと思います。そう

いうことがどこかに行ってしまっている。
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　すみません、長くなっちゃいますが、もうちょっと言

うと、“他人に迷惑をかけない”という言い方をよくし

ますよね。それは関係を切る言葉なのです。インドの

格言で、“あなたは人に迷惑をかけて生きているのだか

ら、人のことも許してあげなさい”という言葉があります。

日本語で言えば＜お互いさま＞ということです。そうい

う関係を私たちは生きているのだから、“お互いさまで

大丈夫だよ”と言い合えばいいんじゃないですか。そこ

を“他人に迷惑をかけちゃいけません”という教育をす

ることによって、実は、孤立することを強いてきてしまっ

ているのではないかとも言われます。

　それは、学校で競争して打ち勝つことにつながってい

くかもしれませんが、今や打ち勝つこと、同じ方向を向

いて競争していく社会でもないはずですよね。もうちょっ

と言えば、だからこそ今この社会は行き詰まっているの

であって、お互い認め合う関係をつくりながら、新しい

価値をつくり続けていく関係に入っていかないと駄目な

のに、いまだに 1 つの価値観の方向を向けて競争させ

ようとしてるっていうことですよね。

　さっき私は、アートは価値観を壊しながら生活に結

び付いていくと言いましたが、本来私たちの生活ってそ

ういうふうにできているはずなんですね。だから、つな

がりを＜つくる＞ではなくて、＜元から＞つながっちゃっ

ているのです。それを見えないようにしてきてしまった

ので、発見し直したらどうですかという話ですし、だか

らアートなのだと思うんですね。

 北本   ありがとうございます。そのとおりでありたいな

と思います。最後に、野嶋さんが「みんなが笑顔のまち

づくり」とおっしゃっていましたが、ご自身が笑顔になっ

たエピソードを、教えていただけますか。

 野嶋  若者ボランティアの「コミュニティ・アシスタント」

という、最初は4人ぐらいで始まった登録制のボランティ

ア制度があります。

　そこに参加している中学 2 年生まで不登校だったと

いう男の子がいるのですが、彼は中学 3 年生の時にう

ちにボランティアに来た時に「ボランティアっていいな、

人とつながるのいいな」と感じて、中学卒業と同時に

登録して、高校 3 年間一生懸命ボランティアを頑張っ

てくれました。その彼が、ついこの間なんですけど、湖

西市のとある有名な会社に入れて、“このボランティア

活動を通じていろいろな人と知り合えたことも大きな

きっかけだし、やっぱり人は一人で生きられない。みん

なに支えられながら生きている。地域にこれから恩返し

していきたい”なんて言われて、ちょっと感動しちゃっ

たみたいなことがありました。この協働センター、公民

館の事業というのは、人づくり、人材育成がやっぱり一

番重要じゃないかなと思いました。

 北本   本当にそうですよね。ありがとうございます。

まだまだ続けたいところですが、今日のところはここで

終了とさせていただこうと思います。ご来場のみなさま、

ゲストのみなさま、ありがとうございました。
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